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初めに 

 このテキストは高等学校を卒業後、初めて大学での物理学を学ぶ学生諸君を

念頭において書かれたものです。高等学校で学んだ物理や数学とくらべ、大学

で学ぶ物理学では、いきなり見慣れない数学的な表現がたくさん出てくるでし

ょう。大学では学問としての物理学を追求するために、理論的に厳密に、表現

は定量的かつ解析的にならざるを得ません。しかしながら、高等学校で学ぶ物

理はかなりの分野をカバーしています。定性的な意味論的な説明もしくは非常

に単純なモデルに基づく説明等がかなり含まれていますが、考え方については、

学ぶ人の学齢に適合した内容になっています。したがって、本テキストを著す

にあたり、物理学で頻出する数学的方法において、馴染みにくい考え方や手法

を重点的に解説しました。式を導くところは懇切に書いてありますが、独自に

ペンと紙を使って導いてください。内容としては、微分積分の利用法およびベ

クトル解析の入門的応用などで、大学 1,2セメスターで学ぶ物理学で頻出する数

学的手法です。内容の順序については物理学の講義の進捗に大体合わせるよう

にしてあります。本テキストを読んだ後、是非各専門分野の本を読んでいただ

きたい。これらは解析学、ベクトル解析と微分幾何学、線形代数学、微分方程

式論、複素関数論、関数解析論などの広範な分野に渡るが、物理学の数学的側

面という観点で物理現象を理解するには、物理数学というタイトルの本が入門

書として使える。数多くの参考図書が出版されているので、図書館や書店で自

分にあったものを探してみるのもよいでしょう。著者が学生時代に愛読したも

のとしては、物理学のトピックを数多く例題として含んでいる「スミルノフ著 

高等数学教程」はわかりやすく、内容も豊富です。「高木貞二著 解析概論」は

大変な名著です。その他、極限の考え方などで「遠山啓著 数学入門（上）（下） 

岩波新書」が大変わかりやすく参考になりました。大変興味の沸く思い出のあ

る本でしたが、現在の皆さんには果たしてどのように映りますでしょうか。本

テキストを講義ノートとしてどんどん書き込んで利用していただけたら幸いで

す。尚、今年度版では旧版の「第 8章微分方程式」を割愛した。 

 

                   2004 年初版 

                   2016 年春     八木隆志  

 

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災で被害を受けられた方々に、謹んでお見舞い申し上げま

す。 
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